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このたびは、ホームハイポニカ601をお買い上げい
ただき、ありがとうございます。
ご使用の前に、正しく安全にお使いいただくため、
必ずこの「取扱説明書」を最後までお読みください。
また、栽培については、別冊子「栽培のしおり」をよく
お読みください。
なお、栽培開始後もいつでも見られるようお手元に
大切に保管してください。

誰でも簡単に栽培できて
育てる楽しみがあって
採りたてのおいしさを味わえて



当社製品を正しくお使いいただくための注意事項で
す｡人体の危害と財産への損害を未然に防ぐために､
以下のことを必ずお守りください。

電源を入れたままで､液肥槽内に手を入れたり、循環ポンプ
に触れないでください。（感電の恐れあり）

電源プラグやコンセントの汚れやほこりは定期的に取り
除いてください。（発火の恐れあり）

ハイポニカ液体肥料は石灰硫黄合剤と混合すると有害ガス
が発生する恐れがあります。危険ですので混合は絶対に
行わないでください。

電源は交流（AC）100Ｖのみご使用ください。
（感電、発火の恐れあり）

電源プラグやコンセント部、循環ポンプのコード結合部は
濡らしたり、濡れた手で触らないでください。
（感電、発火の恐れあり）

本体を改造して使用しないでください。
（感電、発火の恐れあり）

ハイポニカ液体肥料はお子様の手の届かないところに
保管してください。

ハイポニカ液体肥料は直射日光があたる場所や高温の
場所を避けて保管してください。

ハイポニカ液体肥料Ａ液・Ｂ液を原液のまま混合しない
でください。肥料成分が結合して沈殿し、使用できなくな
ります。

本品の循環ポンプは水中専用です。必ず水中でセットし、
空運転はしないでください。（誤作動、故障の恐れあり）

各部とも耐久性・耐光性に優れた樹脂を使用しております
が、無理な力を加えたり、高温下に放置しておくと変形す
る場合がありますのでご注意ください。

作物の生育には水の流れが必要です。栽培中は循環ポンプ
を常時運転させてください。

他社肥料をご使用されますと、作物の生育に影響をおよぼす
恐れがありますので、ハイポニカ液体肥料をご使用ください。
ハイポニカ液体肥料の追加購入は当社ウェブサイトをご利用
ください。
[ハイポニカショッピングサイト]　https://homehyponica.net/

液体肥料は有害なものではありませんが、もし誤飲などし
た場合は医療機関の診断を受けてください。
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● ハイポニカ栽培の特徴

● 液肥水の循環

● 液体肥料補給のタイミング

● セット内容（支柱は付属していません）

●ホームハイポニカ 601 仕様
形式

601本体

循環ポンプ

重量(kg)

3

消費電力(W)

－

８（AC100V/50-60Hz ）

外形寸法(ｍｍ)

Φ467×300[370]

73×45×55

[　]は給液吐出部セットの上部までの高さ

ウキ

栽培槽

循環ポンプ

給液吐出部セット

液肥槽

※マルチパネルセット、液肥槽は栽培に必要な部品です。
　（梱包材ではありませんので捨てないでください）

がく型カバー 1個 培地（黄・緑） 各4個 栽培鉢 1個 トマト型カバー（上）1セット

排液部
カバー

　給液部フタ

排液部フタ

給液部
カバー

トマト型カバー（下）1個液肥槽 1個栽培槽 1個

ウキ（キャップ付き） 1個

マルチパネル 1セット

601 給液吐出部セット 1セット 循環ポンプ 1個

支柱支持枠 2個 ハイポニカ液体肥料
（A液・B液）各1本

水位調節管 1個（HHP-WP-01）
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4. 組 立 手 順

給液吐出部セット

給液吐出部セット

(1)手順6(P3右３段目)のマルチパネルの給液
　部を開きます。
(2)水約６Lを栽培槽開口部から液肥槽に入
　 れます。
(3)循環ポンプの電源を入れます。

げられ　
　れば試運転完了です。
(5)試運転した水は排水してください。

型

ウキ

５

ウキ
（支柱はセット内容に含まれていませんので各自でご用意ください）

がく型カバーの突起部分が本体の突起部分の下に入るよう、図のように
。

よう

よう

３ ４

ひも

３個

３個

※残りの培地は栽培鉢にセットされています。
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【代表的栽培作物の栽培可能時期、収穫までの日数】

● 設置の前に栽培計画を立てましょう　育成温度の適した季節に栽培しましょう

※トマトの場合、最低温度5℃を切ると生育が止まり、O℃以下で枯れてしまいます。
※温室であれば年中いろいろな作物を栽培することができます。

暖房施設のある温室なら
あったかいので冬でも育つよ！
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● 太陽の光が充分にあたる所で育てましょう

● 平らな場所に設置しましょう

●電気配線と給排水が利用しやすい場所に設置しましょう

● 屋外での栽培を優先しましょう

● 雨風対策は注意をしましょう

Good! NG

6L

6L 1 L

ハイポニカ液体肥料 A液・B 液が 500 倍になるよう、水で薄めます。

L L A

B

● 用意する物

● 液肥水の作り方

発芽について

ハイポニカ液体肥料
A液

ハイポニカ液体肥料
B液

水を計量できるもの
（ペットボトルなど）

液体肥料を混ぜ合わせる容器
（ジョウロなど）

液肥水の作り方

液肥水の入れ方

1.5～２ヶ月

２～３ヶ月

２～３ヶ月

3～３.5ヶ月

3～３.5ヶ月

４ヶ月

４ヶ月

５ ６

月作物

ミズナ

ハクサイ

シュンギク

●水へのハイポニカ液体肥料の投入量
水量 Ａ液 Ｂ液

4mL 4mL
6mL 6mL
12mL 12mL

2L
3L
6L

例 (6ｍL)

A液

(6ｍL)

B液

ペットボトル2L
1.５本分

水３L



 

培地（緑）

● 市販の苗を本装置に定植する方法
　  苗を本装置に定植する場合 ( 市販の苗からでも栽培できます )

 

● 種から栽培する方法
　  市販の種で栽培ができます 連結された培地は

それぞれちぎってお使い下さい

※ 左図のように双葉が
見えるまでフタをして
いると弱い苗になり
ます。

トマト・ミニトマトの場合
（横から見たところ）

培地（横図） 種 種培地（横図）

キュウリ・メロンなど大きな種の場合
（横から見たところ）

種培地（横図）

ミズナ・チンゲンサイなど小さな種の場合
（横から見たところ）

７ ８

培地（黄・緑） 各4個…４回分



赤 黄

黄
赤

青

赤

黄

黄

液肥槽内の水位

給液部フタ上面
赤

青

！！危険水位 ◎  満 水

各枝が 20〜30cm に伸びると茎にひもを

巻きつけ、上部に引き上げて吊ってください。

枝の間隔は離した方がより良く生育します。

1 本の枝に 8 ～ 9 房、花が咲いたら先端

( 生長点 ) を摘み、生育を止めてください。

あまり伸ばし過ぎると樹が大きくなり、液肥水

の吸収が非常に多くなります。 

液肥水補給の手間などを考えると 8 ～ 9 房

で止めることをおすすめします。

(1)

(2)

(3)

ウキの上部の黄の部分までウキが沈んだら

液肥水を補給してください ( 赤まで到達する

と循環ポンプが液肥水をくみ上げられなくな

ります）。青の部分でこまめに液肥水補給をし

ていただいて構いません。

6 ページの液肥水の作り方を参照して液肥水

を作成します。 黄の時、約 6L 補給すること

ができます。

トマト型カバー ( 給液部 ) とマルチパネルの

給液部フタを取り外し、 液肥槽に作成した液

肥水を入れてください。

ウキを見ながら、ウキの下部の黄から赤にな

るところまで液肥水を補給してください。

(1)

(2)

(3)

(4)

支柱を取り付けます（4 ページの支柱の取り

付け方を参照）。

支柱などへ枝を止め、枝が倒れないように上に

伸ばしてください ( らせん状に誘引すると草

丈を低く栽培することができます )。 

転倒防止のため、ひもで装置を柱などへ固定

して下さい。

植物を大きく育てると重心が崩れ、装置ごと

転倒する恐れがあります。本装置の底から

150cm 程度で枝の先端 ( 生長点 ) を摘み、

生育を止めることをおすすめします。

(1)

(2)

(3)

(4)

◆ ひもで吊る方法
( 上部にひもで結ぶところが必要です )

◆ 支柱を 4本立てる方法

栽培を続けると植物が液肥水を吸収するため液肥水補給が必要になります。

7. 誘 引 方 法

8. 液 肥 水 の 補 給

9. 循 環 ポ ン プ の メ ン テ ナ ン ス

長期間の運転により、軸ブレ、ゴミの詰まり、液体肥料の
結晶固着によって、停止する場合があります。
より長くお使いいただくために、下記の清掃を月に1回
以上行ってください。

●

●

栽培終了後は必ず循環ポンプを分解・洗浄してください。
洗浄せずに放置しておくと中に残った液体肥料が
結晶化し固着します。再度栽培するときに故障や破損
の原因になりますので、ご注意ください。また、洗浄後
は水分をふき取り、再度組み立てて保管してください。
液肥水をくみ上げなくなった場合は分解・清掃後、
再度組み立て稼働させてください。

なお、清掃後も循環ポンプが正常に運転しない場合は
新品をご購入ください。

ハウジングエンドキャップを時計と
反対方向に回して、外します。

上記のようにピンセット等でインペラーユニットを
取出します。ゴミや結晶を歯ブラシなどできれいに
清掃してください。
結晶は市販の食酢に分解したインペラーとステン
レスシャフトを30分～1時間浸すことで取り除くこ
とができます。

循環ポンプについて

■各部の名称

分解・組立方法

モーターハウジング

インペラーユニット

ハウジングエンドキャップ

循環ポンプの分解は、必ず電源プラグを抜いてから行ってください。感電の危険性があります。

カバー

９ １０



協和株式会社ハイポニカ事業本部
〒569-1136 大阪府高槻市郡家新町85番1号　TEL.0800-888-8787

電気は通っていますか？
電源プラグがコンセントにしっかりと差し込まれていますか？
循環ポンプにゴミや結晶が付いていませんか？
洗浄しても動かない場合は､新しい循環ポンプへの交換が必要です。
新品の循環ポンプをお求めの際は､販売代理店もしくは当社（下記）へご連絡ください。

1）
2）
3）
4）

Ｑ＆Ａ詳細をハイポニカ公式ホームページに掲載しております。
https://homehyponica.net/html/page10.html

その他お問い合わせ､お買い上げ頂きました販売代理店か､下記までお願いいたします。


